
都道府県 研　修　施　設
第2期

(2/1(月)～
3/26（金)

備考 研修の特徴（任意）

1 北海道 北海道がんセンター 〇
ゲノム医療のエキスパートパネルに参加

2 北海道 北海道大学病院 ×

3 北海道 旭川医科大学病院 〇

4 北海道 札幌医科大学附属病院 〇
大学病院における専門的ながん診療を支える薬剤業務の研修を行わせて頂いている．レジメン管理，薬
剤師外来をはじめとして，ある程度研修生のご希望に添った形での対応も検討致します．

5 北海道 市立函館病院 ×

6 北海道 製鉄記念室蘭病院 〇

7 北海道 医療法人 王子総合病院 〇
外来化学療法患者への薬剤師介入に力を入れている

8 北海道 恵佑会札幌病院 ×

9 北海道 函館五稜郭病院 〇
がんゲノムチームの一員として院内カンファレンスやエキスパートパネルに参加し、総合的判断に基づい
た推奨治療の提案を行っている。

10 青森県 弘前大学医学部附属病院 条件付き〇 県内在住の薬剤師のみ。
①キャンサーボードへの出席②ゲノム医療エキスパートパネルへの参画、③プロトコール委員会への出
席（プロトコール管理）

11 岩手県 岩手医科大学附属病院 条件付き〇 東北地区在住の薬剤師のみ。
今年は今のところ、東北地区であれば受け入れ可能ですが、状況に応じて判断させて頂きます。

12 岩手県 岩手県立中央病院 △
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。一部の研修項目が実施できない可能性がある（薬剤管理指導、外来
化学療法）

13 宮城県 東北大学病院 ×

14 宮城県 仙台医療センター 条件付き〇
県内在住の薬剤師のみ。
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

血液内科では移植も積極的に行われておりますので、移植に関わることも学べます。
また、薬剤師外来を一部診療科で実施しており、ケモ外来についても学ぶことができます。

15 秋田県 秋田大学 〇

16 山形県 山形県立中央病院 〇

17 山形県 山形大学医学部附属病院 〇
・抗がん剤自動調製ロボット導入による薬剤師の負担軽減と対人業務の充実

18 山形県 公立置賜総合病院 ×

19 福島県 慈山会医学研究所付属坪井病院 ×

20 福島県 竹田綜合病院 ×

21 福島県 福島労災病院 〇
幅広いがん種を学べ、緩和病棟を有している。

22 茨城県 筑波大学附属病院 △
県内在住の薬剤師のみ。
一部の研修項目が実施できない可能性がある（薬剤管理指導、外来化学
療法）

23 茨城県 日立製作所日立総合病院 〇
がん治療を中心に感染（AST等)から緩和、NST、手術室などの薬剤師業務が勉強できます

24 茨城県 茨城県立中央病院 ×

25 茨城県 総合病院土浦協同病院 〇

26 茨城県 小山記念病院 ×

27 栃木県 栃木県立がんセンター 〇
がん専門病院であり、様々な癌腫の症例を学べるとともに、医療職間の距離が近く多角的な視点でがん
薬物療法を遂行できる。

28 群馬県 群馬大学医学部附属病院 〇
多くの癌種と症例を扱っている。

29 群馬県 群馬県立がんセンター 〇
チーム医療を重視し、他職種の講義や業務見学を多数取り入れ、チーム医療を担う薬剤師として、より優
れた医療を患者に提供できるよう研修をしてもらっている。

30 埼玉県 上尾中央総合病院 〇
薬剤部主導でレジメン管理をしており、「がん治療検討委員会」「抗がん剤専門部会」など深くかかわって
いる。

31 千葉県 千葉大学医学部附属病院 〇
外来も含めがん診療の件数は国立大学病院の中でも多い方で、研修では多領域の患者を担当可能で
す。

32 千葉県 国立がん研究センター東病院 〇
外来化学療法への薬剤師の配置を積極的に行っています。

33 千葉県 千葉県がんセンター ×

34 神奈川県 横浜市立大学附属病院 ×

35 神奈川県 神奈川県立がんセンター 条件付き〇 医師の講義が実施できない。
神奈川県がんセンターは、都道府県がん診療連携拠点病院です。毎月2000件程度の外来化学療法を実
施しています。外来患者に対する指導を行っており、今年度からは、院外薬局との連携強化を図っていま
す。

36 神奈川県 聖マリアンナ医科大学病院 〇

37 神奈川県 昭和大学横浜市北部病院 ×

38 神奈川県 日本医科大学武蔵小杉病院 ×

39 神奈川県 昭和大学藤が丘病院 ×

40 東京都 がん研有明病院 ×

41 東京都 国立がん研究センター中央病院 〇
講義研修に特に力を入れている。がん専門病院の特徴を十分活かして各領域の専門家が講師を務め
る。

42 東京都 聖路加国際病院 〇
レジメン管理に深く関与している

43 東京都 日本医科大学付属病院 ×

44 東京都 虎の門病院 ×

45 東京都 日本大学医学部附属板橋病院 ×

46 東京都 東京医科大学病院 ×

47 東京都 東京女子医科大学病院 ×

48 東京都 東京医療センター ×

49 東京都 NTT東日本関東病院 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

50 東京都 東京慈恵会医科大学附属病院 ×

51 東京都 東邦大学医療センター大森病院 〇

当院では外来化学療法センターに2名の薬剤師が常駐していると同時に、外来で内服抗がん薬のみで治
療している患者さんを対象とした薬剤師外来にも1名配置し、計3名の薬剤師で薬学的管理を行っていま
す。2020年4月からは診療報酬改定に対応するためレジメンシールの発行, レジメン内容の公開を行い、
当院独自のトレーシングレポートを活用し、保険薬局と連携を行いながら、地域全体で安全かつ効果的な
がん化学療法の実施に貢献しています。

52 東京都 国立国際医療研究センター病院 〇
適応外使用やレジメン管理に関与しつつ，専門性の高い薬剤師の視点から投与量などについて疑義照
会や処方支援を行い，また積極的に支持療法薬について処方提案するなど責任をもって業務に取り組ん
でいる．

53 東京都 東京都済生会中央病院 ×

54 東京都 順天堂大学附属順天堂医院 ×

55 東京都 日本医科大学多摩永山病院 ×

56 東京都 日本赤十字社医療センター ×

57 新潟県 新潟県立がんセンター新潟病院 ×

がん薬物療法認定薬剤師研修事業　研修施設一覧（令和2年度研修生受入予定を含む）

○：受入可能、条件付き〇：一定の条件下で受入可能、△：一部の研修項目が実施できない可能性がある、×：受入不可能 (令和2年10月現在)
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58 長野県 信州大学医学部附属病院 〇
メラノーマ、原発不明がん等多岐にわたる癌種に対して経験できる。

59 長野県 長野市民病院 〇
研修期間中、対象患者さんをできるだけ継続的かつ長期的にフォローできるようにしています。また、が
ん治療の流れに沿って患者さんのフォローができるよう、周術期から術後補助療法導入まで関われるよう
にしています。

60 長野県 長野赤十字病院 ×

61 長野県 相澤病院 ×

62 長野県 JA長野厚生連北信総合病院 〇
当院では全ての抗がん剤を薬剤師が調製し、プライミングをして払い出す等、曝露対策に積極的に取り
組んでいる。また、腫瘍内科医がいない中、がん化学療法検討委員会の事務局として、薬剤師主導のレ
ジメン管理を行っている。

63 長野県
長野県農業協同組合
佐久総合病院佐久医療センター

×

64 富山県 富山大学附属病院 ×

65 富山県 富山労災病院 ×

66 福井県 福井大学医学部附属病院 ×

67 静岡県 聖隷三方原病院 ×

68 静岡県 静岡県立静岡がんセンター 〇
薬剤師が情報処方冊子や動画の作成にも参画し、それらを用いて有害事象対策とセルフケアについての
患者指導を行っている。

69 静岡県 静岡県立総合病院 〇
がん患者に対して薬剤師外来枠を設け、診察前介入を行うなど患者指導に力を入れている。地域の薬局
との連携強化を図り、連携充実加算の算定も積極的に進めている。

70 静岡県 聖隷浜松病院 ×

71 岐阜県 岐阜大学医学部附属病院 〇

72 岐阜県 大垣市民病院 〇
がん専門薬剤師が多数在籍

73 愛知県 安城更生病院 ×

74 愛知県 藤田医科大学病院 〇
・適応外使用やレジメン管理に深く関与し、時に専門性の高い薬剤師の視点から使用や登録に疑義をか
けるなど、責任を担って業務に取り組んでいる。

75 愛知県 愛知県がんセンター ×

76 愛知県 愛知医科大学病院 ×

77 愛知県 名古屋第一赤十字病院 〇
・外来化学療法は年間8000件程度であり、多岐にわたる疾患を経験することが可能．

78 愛知県 名古屋大学医学部附属病院 △
一部の研修項目が実施できない可能性がある（薬剤管理指導、外来化学
療法）

・外来化学療法では、毎日医師、看護師、薬剤師の3職種でカンファレンスを実施しており、患者情報の共
有が可能である。
・小児がん、適応外レジメンも多く取り扱っており、希少がんも含めた多くの癌腫が経験できる。

79 愛知県 JA愛知厚生連江南厚生病院 〇

80 愛知県 一宮市立市民病院 条件付き〇 臨床研究の発表が実施できない

81 三重県 三重大学医学部附属病院 ×

82 三重県 伊勢赤十字病院 ×

83 三重県 JA三重厚生連鈴鹿中央総合病院 ×

84 三重県 松阪中央総合病院 ×

85 滋賀県 滋賀医科大学医学部附属病院 ×

86 滋賀県 滋賀県立総合病院 〇
当院は都道府県がん診療連携拠点病院であり、非常に多くのがん種に関与することができる。特に外来
では経口抗がん剤を中心に積極的な介入をしており、保険薬局との症例検討会を通してより充実した薬
物療法へのアプローチを行っている。

87 滋賀県 草津総合病院 ×

88 京都府 京都桂病院 ×

89 京都府 京都大学医学部附属病院 ×

90 京都府 京都医療センター 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

多くの領域の疾患にかかわることができ、実務中心の実習を行います。

91 兵庫県 神戸大学医学部附属病院 〇

92 兵庫県 兵庫医科大学病院 ×

93 兵庫県
神戸市立医療センター中央市民
病院

〇
経口抗がん薬の薬剤師外来も設置しており、入院から外来まで継続的な薬学的管理を実施している。

94 兵庫県 神戸低侵襲がん医療センター ×

95 奈良県 奈良県立医科大学附属病院 ×

96 和歌山県 和歌山県立医科大学附属病院 〇

97 和歌山県
日本赤十字社和歌山医療セン
ター

〇
がんセンターを設置予定であり、より充実したがん医療を研修できる。

98 大阪府 堺市立総合医療センター 〇

チーム医療としてがん治療にあたっており、がん専門薬剤師は患者への治療・支持療法の説明のみなら
ず治療の適正管理、患者個々へのサポートを行っている。また、地域一丸となって患者支援活動を行う中
で、薬薬連携にも力を入れており、そのような環境の中、がん医療を支えていく次世代の薬剤師の育成に
力を入れている病院である

99 大阪府 大阪大学医学部附属病院 〇
講義と実地研修（実地研修は主に病棟薬剤室・オンコロジーセンター室・入院調剤室で、初期研修を終え
た後に混合調製、レジメンチェック、薬剤管理指導業務等での研修を予定）

100 大阪府 大阪国際がんセンター 〇
がんセンター

101 大阪府 近畿大学病院 ×

102 大阪府 大阪労災病院 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

103 大阪府 大阪市立大学医学部附属病院 〇

104 大阪府 大阪医科大学附属病院 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

105 大阪府 社会医療法人生長会府中病院 ×

106 大阪府 北野病院 ×

107 大阪府 淀川キリスト教病院 〇
実務を中心としながらも、薬学的観点から介入できるよう体制の整備しております。

108 大阪府 関西電力病院 ×

109 大阪府 大阪医療センター 〇

110 大阪府 大阪警察病院 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

経口抗がん薬を服用する外来患者を対象に薬剤師外来を開設しており、緩和ケアチームやブレストケア
チームなどのチーム医療の一員として、他職種と協働しています。

111 大阪府 石切生喜病院 ×

112 大阪府 市立吹田市民病院 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

薬剤師外来では化学療法開始前よりレジメン、支持療法の説明を行い、継続したフォローを行っていま
す。特に乳がん患者では点滴治療の他、経口抗がん剤を使用している症例が多く経験できます。

113 大阪府 市立豊中病院 ×

114 鳥取県 鳥取大学医学部附属病院 〇
・ゲノム医療のエキスパートパネルに薬剤部として正式に参画し、コーディネーター育成に力を入れてい
る。

115 島根県 島根大学医学部附属病院 〇
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116 島根県 浜田医療センター ×

117 岡山県 岡山大学病院 条件付き〇
今後の新型コロナウイルス感染症等の状況により受け入れ不可の可能性
あり。

がんゲノム医療中核拠点病院であり，業務を担当している薬剤師より講義等を考えている。

118 岡山県 倉敷中央病院 〇
臨床腫瘍科の医師、画像診断医、放射線治療医、病理診断医、がん専門の看護師および薬剤師、がん
相談支援室のMSWといったメンバーを中心にオンコロジー・サポートチームを構成しています。

119 岡山県 岡山赤十字病院 〇
最先端の事は出来ませんが、がん担当医師から多くを学べると思います。

120 広島県 広島大学病院 △
一部の研修項目が実施できない可能性がある（薬剤管理指導、外来化学
療法）

キャンサーボードや緩和ケアラウンドをはじめとするチーム医療への参画を含めた網羅的なカリキュラム
で多数のがん研修生を受け入れており、希望や経験に応じた研修をサポートしています。

121 広島県 広島市立広島市民病院 〇
点滴抗がん剤は通院治療室で面談を行い、経口抗がん剤については薬剤師外来にて介入を行ってい
る。また、PBPMを積極的に取り入れている。

122 徳島県 徳島大学病院 〇

123 徳島県 徳島赤十字病院 〇
副作用のモニタリングや原疾患による症状と副作用を鑑別する視点、支持療法の提案を薬剤師外来を中
心に活動している。また、がん薬物療法開始と同時に様々な症状緩和に積極的に関わり、多職種と患者
に応じた連携を実施している。

124 徳島県 徳島県立中央病院 ×

125 香川県 香川県立中央病院 〇
適応外使用やレジメン管理に深く関与し、薬剤師の視点から使用や登録に疑義をかけるなど、責任を
担って業務に取り組んでいる。ゲノム医療のエキスパートパネルに薬剤部として正式に参画している。

126 愛媛県 四国がんセンター ×

127 愛媛県 愛媛大学医学部附属病院 〇
薬剤部が、がん化学療法委員会の事務局として適応外使用、レジメン管理に深く関与している。化学療
法、緩和医療において保険薬局と協働して薬物管理を行っている。

128 愛媛県 愛媛県立中央病院 ×

129 高知県 高知大学医学部附属病院 ×

130 愛媛県 市立宇和島病院 ×

131 高知県 高知医療センター ×

132 高知県 高知赤十字病院 〇

133 山口県 山口宇部医療センター ×

134 山口県 岩国医療センター ×

135 福岡県 九州大学病院 ×

136 福岡県 福岡大学病院 ×

137 福岡県 久留米大学病院 ×

138 福岡県 産業医科大学病院 ×

139 福岡県
国家公務員共済組合連合会
浜の町病院

×

140 福岡県 地域医療機能推進機構 九州病院 ×

141 佐賀県 佐賀大学医学部附属病院 ×

142 佐賀県 佐賀県医療センター好生館 〇

143 長崎県 長崎大学病院 ×

144 長崎県 長崎医療センター 〇
長崎県の地域がん診療連携拠点病院で、５大がんをはじめ、血液内科、婦人科、泌尿器科、耳鼻咽喉科
等の幅広い癌腫の診療を行っています。

145 大分県 大分大学医学部附属病院 〇
レジメン審査に関わる化学療法運営委員会の受付を薬剤部で担っており、適切なレジメン管理に取り組
んでいる。また、抗がん剤の適応外使用については、未承認新規医薬品等管理部門と連携し、管理およ
び把握している。

146 大分県 中津市立中津市民病院 〇

がん治療から緩和ケアまで様々な場面で薬剤管理指導を実施。他職種を交えたカンファレンスで、患者
にとって最適な治療を話し合い、副作用マネジメントを行っている。外来化学療法が副作用なくできるよう
地域薬剤師と連携し、切れ目ない治療の実現を目指している。そういう中で、がん治療等で研究テーマを
持ち疑問を解決するための臨床研究を実施している。

147 熊本県 熊本大学病院 ×

148 熊本県 熊本市立熊本市民病院 〇
多くの診療科でのがん治療にかかわることができる。レジメン管理・登録・修正を薬剤部が主となって行っ
ている。

149 宮崎県 宮崎大学医学部附属病院 〇
当院では、投与スケジュール、減量基準・中止基準、有害事象など薬剤師主導でレジメン作成を行ってお
り、研修を通してがん薬物療法に関する高度な知識・技術を習得することができます。

150 鹿児島県 鹿児島大学病院 〇
エキスパートパネルに参画しゲノム医療を学ぶことができる。

151 鹿児島県 今給黎総合病院 〇
がん化学療法においても多職種で連携して取り組んでおり、対象となるがん種が多い。
がん化学療法に関する保険薬局との連携にも力を入れている。

152 鹿児島県 鹿児島厚生連病院 △ 一部の研修項目が実施できない可能性がある（薬剤管理指導）
日本医療薬学会がん専門薬剤師研修生と保険薬局からの研修生も受け入れており、薬局も含めた他施
設の対応について情報共有、ディスカッションが可能です。

153 鹿児島県 鹿児島市立病院 〇

154 鹿児島県 今村総合病院 〇
鹿児島市にある399床の総合病院で、がん診療では、手術・化学療法・放射線治療を柱とした集学的治療
が可能です。抗がん剤治療は化学療法室に集約（血液内科入院患者を除く）、同室には薬剤師2名が常
駐し、原則全例でCSTDを用いた混注業務を行っています。

155 鹿児島県 鹿児島共済会南風病院 〇
がん薬剤師外来を2年目の薬剤師から行っている。

156 鹿児島県 霧島市立医師会医療センター 〇
地域のがん医療の拠点病院として多数のがん種に対応しています。都市型だけではない地方におけるが
ん医療に取り組んでいます。

157 沖縄県 琉球大学病院 〇

※受入予定は、現在の予定であり、新型コロナウィルス感染症の影響により、今後変更になる可能性がありますのでご了承下さい。


